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患
遺
伝
子
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
初
心
者

向
け
使
用
法
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
公
開
な
ど
、
興

味
深
い
教
材
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
研
究
で
は
、
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ゲ
ノ
ム
創
薬
の
開

発
な
ど
を
目
的
と
し
た
メ
ダ
カ
を
用
い
た
疾
患

モ
デ
ル
を
作
製
す
る
研
究
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
大
学
院
の
学
位
認
定
で
は
、
両
大
学
の

教
員
が
相
互
に
学
学
位
論
文
の
審
査
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

生
か
ら
極
め
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

全
国
に
さ
き
が
け

た
生
命
科
学
と
医

学
と
い
う
両
大
学
の

連
携
は
、
他
の
大
学

間
連
携
に
も
類
を
見

な
い
、
モ
デ
ル
と
し

て
大
き
な
成
果
を
あ

げ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

両
大
学
の
教
員
に
よ
る
共
同
講
義
で
は
、
今
年

度
か
ら
滋
賀
医
科
大
学
・
遠
山
教
授
に
よ
る
「
医

学
生
物
学
」
が
、
本
学
4
回
生
を
対
象
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
大
学
院
で
も
、
同
様
に
小
笠
原
教

授
に
よ
る
「
バ
イ
オ
機
能
科
学
技
術
特
論
」
が
開

講
さ
れ
、
研
究
面

で
指
導
を
頂
い
て

い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
学
部
生
を
対

象
に
し
た
連
携
授

業
が
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
で
実
施
さ
れ

て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
両

大
学
の
学
生
や
院

特集企画／発展する長浜バイオ大学

　

滋
賀
医
科
大
学
と
の
大
学
連
携
も
3
年
次
を
迎
え
、
文
科
省
の「
戦
略
的
大
学
間
連
携
」採
択
の
最
終
年
次
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
連
携
の
成
果
と
到
達
、
今
年
度
の
課
題
に
つ
い
て
、
三
輪
学
部
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　本学の理事会は、年度内早い時期に第3次中期計画を策定すべく検討に入っています。中期計画の前倒し的な
新しい事業として、本学の京都キャンパスを、この夏には開設することにしています。本年4月に本学の学校法人と
発展的に統合した旧関西文理学園の京都の施設（専門学校バイオ校）を活用することにしています。

滋
賀
医
科
大
学
と
の
大
学
間
連
携
の
到
達
と
3
年
次
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
│
三
輪
正
直
学
部
長
に
聞
く

教
材
開
発
と
共
同
研
究
で
は
想

定
以
上
の
成
果

学
生
か
ら
好
評
価
を
受
け
て
い
る

連
携
授
業

い
よ
い
よ
共
同
大
学
院
開
設
の
具

体
的
な
検
討

　

滋
賀
医
科
大
学
と
の
共
同
で
の
教
材
開
発
の
面

で
は
、
樹
脂
を
用
い
た
脳
の
包
理
標
本
の
開
発
に

よ
り
、
ヒ
ト
臓
器
を
用
い
た
解
剖
実
習
を
可
能
に

し
ま
し
た
。
ま
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
を
駆
使
し
た
臓
器
の
３
D
立
体
画
像
の
作
成

に
よ
っ
て
、
臓
器
の
構
造
を
3
次
元
に
理
解
す

る
こ
と
が
容
易
に
な
る
な
ど
、
想
定
以
上
の
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
健
康
に
関
す
る
遺
伝

子
を
対
象
に
し
た
研
究
と
教
育
教
材
の
開
発
、
疾

三輪正直学部長

滋賀医科大学教員による講義

脳の 3D解剖教材

烏丸鞍馬口のキャンパス

「手動PCR法による黒豚鑑定法」
実習（岐山高校）

河原町広小路のキャンパス

法人理事会、第3次中期計画の策定作業に入る

こ
の
夏
ス
タ
ー
ト
の

生
涯
学
習
と
理
科
教
育
支
援
事
業

本
学
の
新
学
科
開
設
構
想
の
検
討
も
始
ま
る

　

京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
業
は
、
こ
の

夏
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
カ
レ
ン

ト
事
業
と
、
高
大
連
携
に
よ
る
バ
イ
オ

教
育
事
業
の
2
つ
の
事
業
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
京
都

キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
ち
上
げ
は
、
現
在
策

定
作
業
中
の
本
学
第
3
次
中
期
計
画
に

先
駆
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
カ
レ
ン
ト

事
業
は
、
小
中
学
生
対
象
の
科
学
実
験

講
座
、
社
会
人
向
け
の
バ
イ
オ
講
座
や

実
習
、
実
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
健
康
・
病
気
・
長
寿
に
つ
い
て
の

生
涯
教
育
の
一
翼
を
担
う
事
業
で
す
。

ま
た
、
次
年
度
以
降
、
企
業
や
研
究
所

向
け
に
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活

用
し
た
解
析
事
業
や
研
究
サ
ー
ビ
ス
、

バ
イ
オ
・
ゲ
ノ
ム
に
特
化
し
た
資
料
展

示
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
な
ど
を
構
想
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
で
は
、

　

本
学
理
事
会
で
策
定
作
業
に
入
り
、

次
年
度
か
ら
本
格
実
施
に
踏
み
切
る
第

三
次
中
計
は
、
本
学
に
と
っ
て
二
つ
の

重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
長
年
「
カ
ン
ブ
リ
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
き
た
京
都
の
関
西
文

理
学
園
が
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
法
人
と

発
展
的
に
統
合
し
、「
新
生
・
関
文
理
」

を
め
ざ
す
新
規
事
業
で
あ
る
こ
と
で

す
。
二
つ
め
は
、
本
学
が
バ
イ
オ
を
総

　

文
科
省
に
選
定
さ
れ
た
こ
の
大
学
間
連
携
は
、

今
年
度
で
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
か
ら
も
連
携
は
続
い
て
い
き
ま
す
が
、
最
終
年

度
に
相
応
し
く
共
同
大
学
院
事
業
に
着
手
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
修
士
と
博
士
課
程
が
あ
る
本
学

と
、
博
士
課
程
の
み
の
滋
賀
医
科
大
学
と
い
う
難

し
い
条
件
も
あ
り
ま
す
が
、
特
別
研
究
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る

の
か
、
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
今
年
度
の
課
題

で
す
。
全
国
に
も
例
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
共
同
大

学
院
が
作
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
的
に
学
び
研
究
で
き
る
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
地
元
や
産
業
界
か
ら
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
バ
イ
オ
分
野
で
の
新
学
科
を

開
設
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
中
長
期
的

に
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
と
し
て
も
可

能
か
ど
う
か
も
考
え
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、「
新

生
・
関
文
理
」
を
め
ざ
す
野
心
的
な
新

規
事
業
と
し
て
、
言
語
・
文
化
系
の
新

し
い
高
等
教
育
機
関
を
設
立
す
る
こ
と

も
、
将
来
展
望
と
し
て
課
題
に
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

京
都
の
高
校
を
対
象
に
高
大
連
携
事
業

を
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。S
P
P（
文

科
省
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
業
、
テ

ク
ニ
カ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
サ
マ
ー

バ
イ
オ
塾
な
ど
で
バ
イ
オ
の
実
験
や
実

習
を
指
導
、
高
校
レ
ベ
ル
で
の
理
科
・

生
物
系
の
教
育
向
上
に
貢
献
す
る
事
業

で
す
。「
理
科
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
に
、
高
校
の
教

員
を
対
象
に
し
た
研
修
事
業
な
ど
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
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Interview

岩本（木原）昌子先生
●細胞機能学研究室
岩本（木原）昌子　准教授
（いわもと（きはら）あつこ）

　今回の研究室訪問は、ATP
合成酵素の反応メカニズムの
解明に取り組んでおられる岩
本昌子先生を、細胞機能学研
究室に訪ねました。

―
― 

細
胞
機
能
学
、
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
が
ご
専
門

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
な
の
で
す
か
？

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
必
要
な
A
T
P
合
成
酵
素
が
、

ど
の
よ
う
に
細
胞
の
な
か
で
制
御
さ
れ
な
が
ら
機
能

を
果
た
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
研
究
し
て
い
ま

す
。
A
T
P
（
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
）は
、「
細
胞
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
通
貨
」で
あ
り
、
筋
肉
の
収
縮
や
神
経
の

興
奮
性
の
維
持
を
は
じ
め
と
す
る
、
す
べ
て
の
細
胞

で
起
こ
る
生
命
過
程
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て

い
ま
す
。
A
T
P
と
い
う
分
子
は
成
人
男
性
で
一
日

に
の
べ
4
0
k
g
も
生
産
さ
れ
る
と
言
わ
れ
、
細
胞

は
そ
れ
を
激
し
く
消
費
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

A
T
P
合
成
酵
素
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
や
葉
緑

体
の
よ
う
な
細
胞
小
器
官
、
細
菌
の
細
胞
膜
に
存
在

す
る
と
て
も
小
さ
い
、
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
分
子
で
す
。

近
年
の
研
究
で
、
A
T
P
合
成
酵
素
は
触
媒
反
応
と

と
も
に
回
転
す
る
、「
ナ
ノ
モ
ー
タ
ー
」で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。
研
究
室
で
は
、
こ
の
モ
ー
タ
ー

分
子
の
回
転
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
大
腸

菌
の
相
同
酵
素
に
遺
伝
学
的
な
改
変
を
加
え
て
、
変

異
酵
素
の
性
状
を
解
析
し
て
い
ま
す
。
回
転
の
仕
組

み
が
わ
か
れ
ば
、
細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
調
節

方
法
が
解
明
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
― 

最
近
は
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
か
？

　

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
F
型
プ
ロ
ト
ン
A
T
P
a
s
e

の
性
状
分
析
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
虫
歯
の
病
原

菌
と
い
わ
れ
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
で
は
、
A
T
P
合

成
酵
素
と
と
て
も
よ
く
似
た
酵
素
が
プ
ロ
ト
ン

（
H
+
）排
出
ポ
ン
プ
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
こ
の
酵
素
は
歯
牙
の
エ
ナ
メ
ル
質
を
破
損
す
る

酸
性
の
環
境
で
生
存
す
る
た
め
に
、
A
T
P
を
分
解

し
て
プ
ロ
ト
ン
を
外
に
吐
き
出
す
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
細
胞
外
部
の
酸
性
濃
度
が
高
く
て
も
、
プ
ロ
ト

ン
を
細
胞
の
内
部
に
流
入
さ
せ
な
い
た
め
の
制
御
機

構
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
の
た
め
に
、
現
在
は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
酵
素

の
遺
伝
子
を
大
腸
菌
で
発
現
さ
せ
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
反
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
た

と
え
ば
虫
歯
菌
が
酸
性
環
境
で
生
き
て
い
け
な
い
よ

う
な
薬
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
虫
歯
の
予
防
に
役
立

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
― 

最
後
に
、
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

科
学
技
術
は
日
進
月
歩
。
会
社
や
研
究
所
で
の
研

究
活
動
に
お
い
て
、
学
生
時
代
の
技
術
が
そ
の
ま
ま

役
に
立
つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
新

し
い
技
術
や
最
新
装
置
と
出
会
っ
た
と
き
に
、
自
分

で
考
え
工
夫
し
て
使
う
た
め
の
セ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

大
学
で
は
日
々
の
実
験
や
授
業
の
意
味
を
良
く
考
え
、

与
え
ら
れ
た
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
実
験
の
セ
ン
ス
は
、
そ
の
中
で
知
ら

ず
知
ら
ず
育
っ
て
く
る
も
の
で
す
か
ら
。

　

以
前
、
あ
る
卒
業
生
が
就
職
し
た
企
業
の
上
司
の

方
に
偶
然
お
会
い
し
た
際
に
、「
彼
は
難
し
い
課
題
に

直
面
し
た
と
し
て
も
、
と
に
か
く〝
挑
戦
し
て
み
る
〞

こ
と
が
で
き
る
成
長
す
る
人
」と
褒
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
学
生
の
み
な
さ
ん
が
実
践
し
て
い
る「
自
分
で

考
え
、や
っ
て
み
る
」と
い
う
の
は
、ど
の
企
業
に
入
っ

て
も
通
用
す
る
仕
事
の
セ
ン
ス
を
養
っ
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
、

先
輩
に
続
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　子どものころの
「宇宙人っている
の？」という素朴な
疑問から、生きもの
が生きる共通の仕組
みに関心を持つ。生
物学を学び、細胞の
なかの小さな分子が
果たす機能、とくに現在は、エネルギー
代謝に重要な ATP合成酵素の構築機構
や、細胞内の回転の制御機構などついて
研究している。
　大阪大学大学院工学研究科博士課程修
了。大阪大学産業科学研究所教務職員、
東京大学大学院総合文化研究科助手を経
て、2003年より現職。博士（工学）（大
阪大学）。三重県熊野市出身。

産官学共同研究・
事業開発センターだより

産
官
学
共
同
研
究
・
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー
の
業
務
紹
介

　

4
月
よ
り
新
た
に
6
人
の
新
任
の
教
授
を
お
迎
え
し
ま
し
た
が
、　

新
任
の
先
生
方
の
特
色
あ
る
研
究
テ
ー

マ
は
、
本
学
の
研
究
シ
ー
ズ
の
幅
と
奥
行
き
を
更
に
拡
大
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

既
に
ご
承
知
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
産
官
学
セ
ン
タ
ー
の
業
務
紹
介
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
初
回
は
、
先
生
方
へ
の
支
援
、
サ
ポ
ー
ト
業
務
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

産
官
学
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は　

①
先
生
方
に

対
す
る
支
援
／
サ
ポ
ー
ト
業
務
、
②
学
内
事
務

局
業
務
、
③
契
約
関
連
業
務
、
④
知
的
財
産
権

関
連
業
務
、
⑤
公
的
機
関
と
の
連
携
業
務
、
⑥

産
学
連
携
業
務
、
⑦
そ
の
他
の
お
お
よ
そ
7
種

類
程
度
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
『
先
生
方
に
対
す
る
支
援
／
サ
ポ
ー

ト
業
務
』
に
つ
い
て
、
特
に
先
生
方
に
関
係
の

深
い
公
的
資
金
の
申
請
に
関
連
す
る
支
援
業
務

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

先
生
方
に
対
す
る
支
援
／
サ
ポ
ー
ト
業
務

　

産
官
学
セ
ン
タ
ー
で
は
先
生
方
に
と
っ
て
も

大
学
に
と
っ
て
も
重
要
な
、
先
生
方
の
研
究
課

題
関
連
の
「
公
的
資
金
獲
得
」
に
関
す
る
一
切

の
業
務
を
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

1
　
公
的
資
金
や
外
部
資
金
の
公
募
情
報
の
収

集
と
学
内
周
知

　

文
部
科
学
省
を
は
じ
め
経
済
産
業
省
、
農
林

水
産
省
、
厚
生
労
働
省
、
さ
ら
に
各
省
庁
の
外

郭
団
体
で
あ
る
J
S
T
（
科
学
技
術
振
興
機

構
）、
N
E
D
O
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
）
な
ど
、
ま
た
地
方
自
治
体

（
県
、
市
な
ど
）
や
民
間
企
業
な
ど
か
ら
、
公

募
情
報
は
1
年
中
、
間
断
な
く
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
細
大
漏
ら
さ
ず
収
集
す
る
の
は
非

常
に
困
難
な
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で

は
各
機
関
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
媒

体
で
の
広
報
手
段
が
充
実
し
て
い
る
お
か
げ
で
、

か
な
り
の
カ
バ
ー
率
で
収
集
で
き
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
収
集
情
報
は
通
常
は
全
教
員
宛
に
、

公
募
研
究
主
題
に
よ
っ
て
は
特
定
領
域
の
教
員

宛
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
と
同
時
に
、
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
産
官
学
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
開
示
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
2
月
以
降
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
関
係

で
当
該
項
目
の
更
新
作
業
は
中
断
し
て
い
ま
す
。

2
　
応
募
時
の
サ
ポ
ー
ト

　

現
在
で
は
各
省
庁
の
公
募
に
つ
い
て
は
電
子

申
請
（
e
│

R
a
d
：
府
省
共
通
研
究
開
発
管

理
シ
ス
テ
ム
）
が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
先
生

方
の
電
子
申
請
用
の
I
D
お
よ
び
パ
ス
ワ
ー

ド
の
取
得
や
変
更
手
続
き
は
産
官
学
セ
ン
タ
ー

が
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
方
の
応

募
に
際
し
て
は
、
現
在
で
は
申
請
書
記
入
の
記

載
方
法
や
書
式
、
文
字
数
な
ど
も
厳
密
に
規
定

さ
れ
て
お
り
、
先
生
方
が
ご
自
身
で
記
載
内
容

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
多
く
の
労
力
を
要
す
る

た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
作
業
お
よ
び
提
出
書
類
（
正

本
な
ど
）
の
作
成
と
発
送
作
業
は
産
官
学
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

3
　
お
願
い

　

通
常
、
公
的
資
金
の
応
募
期
間
は
長
く
て

1
ヵ
月
半
程
度
に
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

く
、
申
請
書
の
作
成
に
充
分
な
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
正
規
の
締
切
日
に
間
に
合
う
よ
う
2

日
程
度
の
余
裕
を
持
っ
て
産
官
学
セ
ン
タ
ー
に

申
請
書
（
案
）
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
方
が
折
角
作
成
さ
れ
た
申
請
書
類
が
、

規
定
書
式
や
提
出
体
裁
な
ど
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス

で
審
査
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
産

官
学
セ
ン
タ
ー
担
当
者
一
同
は
申
請
業
務
を
一

生
懸
命
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
当
セ
ン
タ
ー
業
務
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ご

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
次
回
は
、『
学
内
事
務
局
業
務
』
他
の
ご
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、「
こ
ん
な

事
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
あ
ん
な
事
に
つ
い

て
教
え
て
欲
し
い
。」
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
い
つ
で
も
結
構
で
す
の
で
お
気
軽
に 

【center@
nagaham

a-i-bio.ac.jp

】 

宛
に

メ
ー
ル
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
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リレーエッセイ 豊かな自然に囲まれて

バイオサイエンス学科
環境生命科学コース　

佐々木真一 先生

　本学に着任して早くも４年目となる。長浜の隣市、
彦根で生まれ育ったのだが、大学入学後から故郷を離
れて都会で一人暮らしを続け、いつか機会があれば滋
賀県に戻りたいと思っていた。やはり自然豊かな湖北
の風景は心和むものである。夏は琵琶湖で水泳、冬
は少し足をのばして伊吹山でスキー、そしてほぼ四季を
通じて趣味の釣りを楽しんだ日々が懐かしく思い出され
る。長浜に大学が新設されるという話を聞き、気になっ
て現地を見に来たのが9年前、まだ「建設予定地」の
看板が立っていただけであった。大学院が開学した年
に幸いにも採用され、環境生命科学コースの実験実
習専任教員として就任が決まった。前期に週3回、後
期は週4回の午後いっぱいを使って行われる学生実験
の担当である。それまでの研究中心の生活とはいささ
か勝手が違ったが、個々の学生と直接対話ができる
学生実験ならではのスタイルを楽しんだり、あるいは環
境コースとして身近な自然を題材とした実験を取り入れ
ようと苦心したり、充実した日 を々過ごしている。
　本学は琵琶湖まで徒歩5分の地にある。湖水をすくっ
て顕微鏡で覗いてみると様々なプランクトンが観察でき
るのだが、その種類がほんの一週間で全く変わってしま

うことに驚かされる。また浜辺には貝類が多く生息して
いるが、固有種・絶滅危惧種とともに外来種も見られ
る。あるいは、道端の野草からバイオエタノールを作る
ことだってできる。生物多様性や温室効果ガス削減と
いった話題を新聞等で見聞きすることも多いだろうが、
身近なところから環境問題にも関心を持ってもらえれば
幸いである。教科書に載っている知識を蓄えるだけで
なく、実験室では実際に手を動かして作業してみること
を重視しているのだが、もう一歩進んで、身の回りの
環境を肌で感じてもらうためのフィールドワークを積極的
に取り入れている。例えば水質検査の実験を行うにし
ても、調製された試料が準備されているわけではない。
現実に浜辺で湖水を採取しようとすれば、雨や強風で
泥水状態になっている日だって多いのである。
　大学生活では授業はもちろん、クラブ活動、アルバ
イトあるいは就職活動で毎日があっという間に過ぎてしま
うだろうが、せっかくの自然豊かな立地条件である。大
学と駅との往復だけではもったいない。ふと足を止めて
草花の成長を眺めてみたり、時には田村山やさいかち
浜を散策してみるくらいの心のゆとりを持ってもらえれば
と思う。

分野人気で3学科募集2年目も好結果

　昨年09年度は、「バイオサイエンス学科」に「アニマルバイオサイ
エンス学科」と「コンピュータバイオサイエンス学科」の2学科を設置
し、3学科として初めての入試・募集で、学部全体受験者が前年
比137%と増加、入学者も募集定員を純増させた分増加しました。
今年10年度入試においては、関西地区中堅４大学での生命科
学系学部・学科の新増設があり、本学にとっては厳しい募集環境
でしたが、本学での新入試方式導入やネット広報強化に加え、全
国的な農・生命科学系統への関心の高まりと新増設大学での広
報展開による分野志望者の掘り起こしもあり、結果として学部全
体受験者は大きく増加した前年をさらに16%上回る1,731名で、
実質倍率も上昇しました。入学者についても入学手続率の高まり
があり、前年を上回る第8期生を迎える結果となりました。
　結果の特徴は、受験者の増加した地区は大阪・兵庫・京都・
三重で、減少した地区は滋賀・岐阜・愛知となりました。入学者は、
京都・兵庫・岐阜・愛知・三重で増加し、大阪・滋賀では減少
しました。この増減は、「安全・近郊・少額」志向による入学を前
提として絞った受験の傾向と、新増設大学募集の影響があったと
思われます。また、特徴として受験者・入学者での女子占有率が
低下しました。これは、女子受験生の地元国公立大学志望の高
まりと就職を意識した資格系学部・学科への志向が要因であった
と思われます。

2010 年度の入試結果 2011 年度の入試に向けて
　次年度11年の本学入試・募集を取り巻く環境は、受験
生の志望動向がこの間の就職環境や家計状況の厳しさか
ら「安全（難関敬遠）・近郊（通学利便が良い）・少額（地元国
公立志望。受験校数を抑える）」と、「資格（医療技術・看護・
教育・栄養・語学など）」への志向は引き続き継続するもの
と思われます。資格系ではありませんが、学問としての
面白さと就職での将来性により、「農・生命科学系分野」の
人気も引き続き継続するものと思われます。さらに、今
年度新設の他大学の生命科学系学部･学科は、非常に難し
い入試結果であったため、その反動で受験生が一部敬遠
して本学への関心を高めてくれることも予想されます。
　こうした環境を考えると次年度の本学入試・募集は、
今年度以上に好調な結果になると思われますが、大きな
マイナス環境として18歳人口の減少による「大学受験人
口の減少」年となるため、結果として本学の次年度入試は、
受験者数も難易度も今年度並みの結果になると思われま
す。
　本学を志望されるみなさんは、今年度入試結果をよく
ご覧いただき、自分に合った入試方式・日程を検討し、
今からしっかりと学習計画を立て教科対策していけば、
きっと良い結果を得られると思います。


